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1

第1章・一鰭 論、

第1節I調査目的
　隠岐島は日本海の孤島であり，昔は流人の島として後鳥羽上皇や後醍醐天皇，その他多くの

人々が流された所としてよく知られ，それらの遺跡や種々の伝説がありう風光明媚なこととと

もに有名である。農業関係からすると隠岐牧畑があつて，その一種変つた農業経営方式は現在

わが国の何処にも見ることのでぎない珍らしい存在であり，農業研究者ことに農業経営研究者一

及び農業地理研究者の注目するところであつた。このように隠岐1島は一般的にはその一面が捕

えられ・美しく画かれているが・そこに住む四万余の島民の生活の実態とその発展につン・て明

かにしたものは少なかつた。

　絶海の孤島である隠岐はその遠距離と地勢の不利により経済の発展を遅らせ，ひいては遅れ

た文化生活に廿じなげれぱならなかつたのである。この取り残されがちな後進性の嵌復が近時

問題ξなり，離島振興法の如ぎ特別な立法によりその振興苧企図されるに至つ走のである。ご

れは隠岐島の産業振興と島民の生活向上にとつて絶好の機会である。離島の振興は産業開発が

根本であり，それは資源の合理的な利用と島民の勤労にまたねはならないが・その開発の契機

は資本であり，技術でなげれぱならない。われわれはこの隠岐振興について多大の関心をもつ

ていたのであるが，たまたま隠岐農業振興の基礎的資料を提供するため調査研究の機会が県当

局より与えられた。その矛一着手として隠岐島独特の牧畑農業に調査研究を集中することとな

つた。そして牧畑農業の実態を究明することを矛一の，また最大の目的とした。それは牧畑の　　　舶

改善のたあに基礎的な，不可欠な前揖であるし，日本農業解明g一部としての意義をもつとも

考えたからである。従釆牧畑に商する研究は多々あるが・多くはL0～20年以前のものであり・．

また残された分野も多々あるように考えられ，それらだげでは将来の振興計画をたてるに不充

分であるとの結論に達したからである。和れわれは専門を異にする者の共同研究の方法によつ

て，あらゆる角度から調査研究し，牧畑農業を分析し，一実態を明かにすることを目的とした・

その実態の中から当然に種々の問題点が浮ひ上つて未るはずである。牧畑改善の問題点は何処

にあるかの問題把握が本調査の矛二の目的である。この問題点の探求についでは・その解決策

の提案が当然なさるぺぎであろう。解決策の提案こそ最も振興計画に大きい関係があるからで

ある。げれどもこの提案は困難な仕事である。農業は自然的条件に支配されることは勿論・他

方歴史的所産であつて社会的，経済的諸条件，又は農業者の個人的事情によつて左右される・

それらの諸条件の錯綜せる作用を全部解明することは短日月に不可龍で卒るし・また一応均衡

をもつ現在の農業の一部を改めることは，必ず他へ影響し，予期しない種：々の好ましからざる

結果が生じうるし争又実践は結局農家がやるのであり，その受入態勢，資本，能力，危険負担



その他種々の困難な問題があつて，実行は容易ではないからである。なおその提案のためには

実験や試作が必要となり，相当長い期間の観察が必要な分野もあるのである。これらを省みず

ただ思いつぎを提案しても意味が少いと考えざるをえない。故に本調査では牧畑の実態と問題

の所在の究明を重点とすることとした。改善の提案を最後にすることとするが，それは研究の

現段階におげる一応の結論であり，より真体化するためには他日を期さなげればならない。げ’

れどもわれわれの本調査の目的は学問的探求のみでなく，その応用としての隠岐島振興，こと

に農業振興計画のための参考資料を提供するにあり，本報告はその矛一段階にあたるものであ

る。

　　　　　　　　　　　　第2節調査方一湊

（且）調査対象　隠肢牧畑を調査するのであるが，現在牧畑の多く残存しているのは烏前の浦郷

　町，知夫村，海士村の一部であり，今回は最も典型的な牧畑を残していると云われる浦瑠町

　牧畑を対象とした。必要に応じて隠岐島全体の牧畑を見たが実態調査は浦多郎町に集中した。

（2）調査時期

　予備調査　昭和28年、5月30日～6月5日

　本調査　全年8月3日～8月12目
（3）調査班の編成と分担

　1a1浦郷町の概況　　　　　　議　師　細　野　誠　之

　1b1牧畑と農業経営　　　　　　助教授　坂　本　四　郎　　　功　手　竹　浪　重　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　松　本　久　志

　1C〕牧畑、の土壌　　　　助教授　小柴尚博　　助手　十川　　博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副手金築俊郎

1d）牧畑の養畜技術　　　講師青木晋平　助手村上五月
　1e1牧畑の草生　　　　教授　田草川春重　　副手　柏木洋吉
　旧　牧畑の耕種技術　　　　　　教　授　嵐　　　嘉　　　　　助教授　高　野　圭　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安達　一　明

　19j牧畑の山株　　　　助教授遠山富太郎　　助教授成田恒美

　1h〕隠岐島の食糧需給　　講師齋藤政夫　助手松本久志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副手　露原．　稔

（雀）調査方法

　1a1浦郷町の概況　　主として町役場，農業協同組合，漁業協同組合等におげる続計書類，

　　事情轟取により調査し，その他文献資料等をも参考にした。

　lb〕農業経営、30戸の農家を部落別・、専兼業別・耕作規模別を考慮←て選択し・一

　　定の調査表により魏取調査を実施した。

　lC〕土　壌牧畑内の草地，‘林地，耕地及び本畑を町内全域にわたり，ことに各牧



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塁

　　別，山の上方と下方別に表土と心土を分ち土壌を採取し。帰学の上その土壌を分析した。

　ω養畜技術　各部落において数名の養畜農家に参集を求めて轟取調査をなすと共

　　に，放牧申家畜の個体調査や人工授精所，家畜商等において畜産事情を轟取した。

　le〕牧畑g草生　　各牧にわたりけケ所で代表的草隼地を選び，一米平方の調査区を設

　　げて草生状態を調査した。

　旧耕種技術　各部落において数名の比較的上位の当業者の参集を求め，一作物栽培技

　　術を中心に牟般的な轟取調査をなすと共に・牧畑の各牧にわたり耕堆並びに夏作物栽培の

　　状態を補足的に観察調査を行つた。

　19〕山　　　　林　　各牧にわたり代表的林地10ケ所につぎ15平方米の調査区を設げ，

　　毎木の胸局直径，樹高を測定して材積を求め，なお漂準木の樹幹梼解を併せて材積及ひ成

　　長量を測定したb

　lh〕食糧．需給　　本調査：だげは調査対象を異にし・隠岐全体にわたり調査した・すなわ

　　ち隠岐の特徴的な代表的地区を踏査して鶏取調査をなすと共に資料を集め・県発行諸調査

　　資料をも併せて調査を取まとめた。

　　以上の内農業経営，養畜技術，耕種技術の調査は主として農家を対象とした轟取調査であ

　るから，その正確性には或る限度がある。その上牧畑の面積や牧量の如ぎも不確実であつ

　て，正確な面積等は農家自身もわからないようセある。それ故に一つ一つの数字の細部に問

　題があるのでぽなく，大きい傾向が把握できれぱわれわれの目的は達せられると考える。

　　牧畑の草生調査においても8月上旬一回だげの調査であり，草種はともかくとして草生量

　の如きはその意味が隈定されるが・調査の都合上やむをえなかつた。他目補正したいと考え

　ている。

（5）賊とめの方率調亨の分担に従い調査結果の取まとめを行つた・その成果は調査竿印

　いて発表会を数回にわたり開催し，相互に検討をなした。そうして一調査としての筋とまと

　まりをもたすぺく努力するとともに，意見の調整を試みた。この試は充分に目的を達するこ

　とはできなかつたかも知れないが，一応このような報告書を仕上げることがでぎた。（坂本）




